
様式第２号（第６条、第１１条関係） 

 

医療的ケアに係る主治医意見書 

（フリガナ）  生年

月日 
年  月  日 年齢 歳 

児童氏名  

主たる 

傷病名 
 

傷病の誘因

又は原因 
 

 

傷病発生年月日     年   月   日   診療録で確認 ／ 保護者申立て 

既往症  

初診時所見 

初診年月日（    年    月    日） 

現在までの 

治療内容、 

経過、期間 

参考になる事項 身長（   cm）  体重（    kg） 

受診の 

頻度 

□ ２週間毎   □ １か月毎   □ ３か月毎   □ ６か月毎 

□ 不定期（          ） □ その他（           ） 

必要な 

医療的 

ケア 

□ 口腔内の喀痰吸引  □ 鼻腔内の喀痰吸引     □ 気管カニューレ内の喀痰吸引 

□ 経鼻経管栄養    □ 胃ろうによる経管栄養  □ 腸ろうによる経管栄養 

□ 酸素吸入      □ その他（                ） 

服薬 

状況 

・服薬   有・無 

・薬剤名、量、１日の回数等 

 

 

呼吸状態 

呼吸の状態について、配慮・観察が必要な事項：有・無 

具体的に： 

 

 



けいれん 

の有無 

・けいれん： 無・有  回   ・熱性けいれん 無・有     回 

・てんかん： 無・有  回    ※頻度：      に    回くらい 

※その他特記事項 

 

 

予測される 

今後の経過 
 

保育所に 

おける 

集団生活 

の可否 

□ 保育所での集団生活が可能である。 

□ 保育所での集団生活は可能であるが、活動に制限がある。 

□ 保育所での集団生活は不可 

保育所での

生活上の 

配慮 

保育の配慮：特別な配慮を 

□ 必要としない。     特別な配慮について、必要な内容を下の欄に 

□ 部分的に必要とする。  ご記入ください。次頁の保育所における活動の 

□ 常に必要とする。    目安につきましても記入をお願いします。 

食事  

排泄  

移動  

その他  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



❈ ❈ 

保育所における活動の目安 

保育所では年齢ごとに以下のような活動を行っています。 

次の活動のうち控えた方がよいものに☑（チェック）をお願いします。 

乳幼児が長時間にわたり集団で生活する保育所は、午睡や食事、集団での遊びなど他児と接触する 
機会が多くあります。医療的ケア児専門の清潔な部屋での対応ではなく、集団の中での保育となる 
ため、一般的な感染予防はしておりますが、感染症等に罹るリスクがあります。 

  軽い活動 中程度の活動 強い活動 

保
育
所
で
の
主
な
年
齢
別
活
動
内
容 

０
歳 

□はいはい 

□すべり台 

□おんぶ（胸部の圧迫） 

□傾斜、段差の昇り降り 
□水遊び 

□体を揺さぶる遊び 

１
歳
～
２
歳 

□滑り台 

□砂遊び 

□階段の昇り降り 

□滑り台 

□散歩     

□両足跳び 

□水遊び、泥んこ遊び 

□段差からの飛び降り 

□走る 

□プール遊び 

□体操、ダンス 

３
歳
～
４
歳 

□砂遊び 

□滑り台 

□鉄棒 

□ジャングルジム 

□水遊び、泥んこ遊び 

□散歩     

□公園遊具 

□走る 

□よじ登り、飛び降り 

□ボール遊び 

□プール遊び   

□マット運動 

□縄跳び 

□体操、ダンス 

５
歳
～
６
歳 

□砂遊び 

□滑り台 

□散歩 

□鉄棒 

□ジャングルジム 

□公園遊具 

□水遊び、泥んこ遊び 

□走る 

□プール遊び 

□よじ登り、飛び降り 

□ボール遊び 

□マット運動 

□縄跳び     

□体操、ダンス 

 
生活    □シャワー    □裸足の活動    □薄着 

□雑巾がけ    □布団を運ぶ （※３歳以上） 

以上のとおり、意見します。 

 

和光市長 様 

年   月   日 

 

                医療機関 

                所在地 

                電話番号 

                診療担当科名 

                担当医師名                   


